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筑波大学英語プログラム日本語は、週 3 日（1 コマ 75 分）10 週（AB モジュール）、
30 コマ行われる日本語の必修科目である。本プログラムの日本語 301 及び 302 では、






Creative Instruction Using Manzai  in the Upper-intermediate 
Japanese Language Classroom
SEKIGUCHI Mio, SPAIN Drew
【Abstract】Japanese is a required course of the English curriculum offered at the 
University of Tsukuba and consists of a 75 minute class 3 times a week over the 10 
weeks of the AB Modules for a total of 30 class periods. Students of the Japanese 301 
and 302 classes traditionally prepare academic presentations to showcase the prog-
ress they have made over the semester. During the 2019 spring semester iteration of 
the course, however, the final three class meetings were allocated to a speech project 
involving manzai, a form of Japanese comedy performed in pairs. This paper reports 
on the instruction and implementation of manzai, focusing in particular on pair work 
and attention to the audience. In addition, it discusses some apparent results of this 
type of instruction, including the development of improvisational abilities and non-
verbal communication skills.
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１．はじめに
筑波大学の英語プログラム日本語は、English Program 及び Bachelor’s Program in 
Global Issues（以下、BPGI）の全学生を対象としている。通常入学時である 1 学年時
に履修し、秋学期と春学期の 2 学期の履修が必修である。当プログラムは、ゼロ初級
にあたる日本語 101 から日本語でディスカッションのできる上級レベルである日本語
401・402 までのクラスがあり、レベル別で 5 名の講師が担当している１。
2019 年春学期の日本語 302 は、8 名の学生が受講した。国籍は韓国（2 名）、インド
ネシア（2 名）、中国（1 名）、ベトナム（1 名）、ウズベキスタン（1 名）、イギリス（1 名）






AB モジュール 30 コマのうち、期末試験後の 3 コマをスピーチにあてた。まず、講師
が Teaching Assistant（以下、TA）と共同で、いくつかの案を話し合った。最初に検討

















－ 46 － － 47 －



































－ 48 － － 49 －
グローバルコミュニケーション教育センター　日本語教育論集　第 35 号　（2020） 中上級日本語学習者における創作活動
以上のことを踏まえ、期末発表として漫才を行うことにした。
３．スピーチクラスの実施
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メ ロ ン 食 べ る
のやメロン
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１．English Program の担当講師は、日本語 101（前期）・102（後期）が 2 名ずつ、
201・202、301・302、401・402 は、それぞれ 1 名ずつ配置されている。また、
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